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ちちのみの父を負ふもの




ひとのみの肉と骨とを負ふもの




きみはゆくゆく涙をながし




そのあつき氷を踏み




夜明けむとするふるさとに




あらゆるものを血まみれにする
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底本：「抒情小曲集・愛の詩集」講談社文芸文庫、講談社
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。

OEBPS/Text/nav.xhtml

  
    Guide


    
      		本文


      		目次


    


  
  
    Table of contents


    
      		愛の詩集 孝子実伝


    


  


